
一般会計  351億5000万円

特別会計　　308億3482.2万円

国民健康保険事業
老人保健事業　　
公共用地先行取得事業　
公共下水道事業　　　　　
農業集落排水事業　　　　　
八丁台土地区画整理事業　
駐車場事業　　　　　　　
介護保険事業　　　　　　　　
介護サービス事業　　　　

111億1563.1万円
90億 995.5万円
1017.2万円

34億 829.6万円
13億4341.1万円
5億2557.8万円
1億8102.5万円
52億1685.1万円

2390.3万円

企業会計 64億2280.1万円
水道事業
（下館）

（関城）

（明野）

（協和）

病院事業

議会費
54,954.5
(1.6%)

総務費
489,600.7
(13.9%)

民生費
959,834.5
(27.3%)

衛生費
324,853.7
(9.2%)

農林水産業費
186,416.7
(5.3%)

商工費
33,024.3
(0.9%)

土木費
392,469.7
(11.2%)

消防費
167,186.8
(4.8%)

教育費
458,596.8
(13.0%)

公債費
441,380.0
(12.6%)

その他
6,682.3
(0.2%)

（単位：万円）

地方消費税交付金
111,700.0
(3.2%)

自動車取得税交付金
30,100.0
(0.9%)

市　　税
1,258,972.6
(35.8%)

地方譲与税
110,850.0
(3.1%)

地方特例
交付金
37,700.0
(1.1%)

地方交付税
739,000.0
(21.0%)

分担金
及び負担金
43,583.4
(1.2%)

国庫支出金
279,716.3
(8.0%)

諸収入
66,944.7
(1.9%)

市　債
238,540.0
(6.8%)

その他
158,999.8
(4.5%)

県支出金
153,337.1
(4.4%)

繰入金
285,556.1
(8.1%)

予算総額　724億762.3万円
　合併後初めてとなる筑西市の予算が決ま
りました。平成17年度の予算総額は、724
億762.3万円。このうち、市の基本的な仕事

や市民サービスのための一般会計予算は、351億5000万円です。筑西市は、合併協議の経過や事務事業の
調整方針を踏まえ、行政改革の推進と財政の健全化を図りながら、皆さんの暮らしを最優先に考えた各種
施策を積極的に展開していきます。『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』そして『環境と心と福
祉を大切にした生活先進都市』筑西市の建設を目指し、市民の誰もが安全で安心して暮らし、郷土を誇り
に思える地域づくりを進めていくための、新年度の予算と主な事業の概要をまとめました。

平成17年度　筑西市の予算と事業のあらまし

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

収益的支出
資本的支出

11億8599.7万円
3億8549.0万円
 2億2042.8万円

777.2万円
2億3643.7万円

680.0万円
1億9005.9万円
1004.0万円

29億0000.0万円
 1億2131.3万円

２



歳
入
編

【
市
税
】
と
は
…
皆
さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
。
そ
の
主
な
も
の
は
市

　
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
で
す
。

【
地
方
譲
与
税
】
と
は
…
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
の
一
部
を
市
に

　
配
分
す
る
も
の
。

【
地
方
交
付
税
】
と
は
…
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税

　
・
た
ば
こ
税
）
の
一
部
を
市
に
配
分
す
る
も
の
。
自
治
体
が
自
由
に

　
使
え
ま
す
。

【
国
庫
支
出
金
】
と
は
…
市
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
お
金
の

　
一
部
又
は
全
部
を
国
が
補
助
金
な
ど
と
し
て
交
付
す
る
も
の
。

【
市
債
】
と
は
…
市
の
財
源
不
足
を
補
っ
た
り
、
特
定
の
支
出
に
充
て

　
る
た
め
の
長
期
借
入
金
で
す
。

歳
出
編

【
議
会
費
】
と
は
…
市
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。

【
総
務
費
】
と
は
…
市
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、
市
の
内
部
管
理

　
な
ど
の
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】
と
は
…
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
子

　
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
衛
生
費
】
と
は
…
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
、
保

　
健
・
医
療
・
環
境
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】
と
は
…
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
生

　
産
基
盤
整
備
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
商
工
費
】
と
は
…
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
観
光
振

　
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
土
木
費
】
と
は
…
道
路
、
橋
、
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
の
整
備

　
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
消
防
費
】
と
は
…
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
費
で
す
。

【
教
育
費
】
と
は
…
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸
術
・

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
公
債
費
】
と
は
…
市
債
の
元
利
支
払
い
の
た
め
の
金
額
と
一
時
借
入

　
金
の
利
子
の
合
計
で
す
。

〔
子
育
て
支
援
〕

　
延
長
・
乳
児
・
障
害
児
・
休
日
・

一
時
保
育
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
下
館
・
明
野
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
各
事
業
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
料
の
保
護
者
負
担
を

平
均
で
20
・
３
％
軽
減
し
ま
す
。

〔
医
療
福
祉
事
業
〕

　
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
対
象
年

２
７
４
億
９
０
８
３
・
１
万
円

齢
を
、
６
歳
未
満
ま
で
に
拡
大
し
ま

す
（
７
億
２
７
９
５
万
円
）
。

〔
介
護
保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
〕

　
保
険
運
営
の
充
実
を
図
り
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
き
め
細
か
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
（
52
億
４

０
７
５
万
円
）
。

〔
市
民
の
健
康
づ
く
り
〕

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を

行
い
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す（
４
億
２
４
８
６
万
円
）。

　
在
宅
福
祉
充
実
の
た
め
、
介
護
予

防
事
業
の
拠
点
と
な
る
基
幹
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す

（
２
９
６
０
万
円
）
。

〔
市
民
病
院
事
業
〕

　
地
域
の
中
心
的
な
医
療
機
関
と
し

て
、
医
療
水
準
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
の
効

率
化
、
医
師
の
確
保
、
看
護
職
員
の

適
正
配
置
に
努
め
ま
す
（
30
億
２
１

３
１
万
円
）
。

〔
国
民
健
康
保
険
事
業
〕

　
皆
さ
ん
が
健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
適

正
で
効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す

（
１
１
１
億
１
５
６
３
万
円
）
。

17年度予算と事業の概要

▲協和多目的研修センターで
　開催された子育てイベント

３



〔
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
事
業
〕

　
関
城
・
明
野
・
協
和
地
域
で
、

霞
ヶ
浦
用
水
建
設
事
業
を
推
進
し
ま

す
（
１
億
８
５
４
３
万
円
）
。

〔
農
業
関
係
〕

　
ほ
場
や
農
道
、
排
水
路
の
整
備
な

ど
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安

心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
地
産
地
消

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の

確
保
育
成
に
努
め
ま
す
。

〔
商
工
振
興
事
業
〕

『
祇
園
ま
つ
り
』
や
『
ど
す
こ
い
ペ

ア
』
、
『
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
『
小
栗
判
官
祭
り
』
な
ど
を
、

〔
学
校
教
育
の
充
実
〕

　
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
指

導
を
行
う
た
め
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
非
常
勤
講
師
（
１
６
９
１
万

円
）
、
生
活
指
導
員
（
８
８
０
万

円
）
を
配
置
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
は
じ
め
と
し
た

校
内
情
報
化
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
（
２
億
４
３
７
７
万
円
）
な

ど
、
各
学
校
の
教
育
環
境
を
整
え
ま

17年度予算と事業の概要

す
。
ま
た
、
改
築
を
予
定
し
て
い
る

小
中
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
、
調
査

と
設
計
を
委
託
し
ま
す
。

〔
生
涯
学
習
の
推
進
〕

　
生
涯
学
習
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
美
術
館
、
公
民
館
、
各
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
充
実
し
た

学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

備
や
小
貝
川
の
堤
防
改
修
等
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〔
区
画
整
理
〕

　
八
丁
台
で
行
っ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
区
画
道
路
な
ど
の

整
備
を
進
め
、
早
期
完
了
を
目
指
し

ま
す
（
５
億
２
５
５
８
万
円
）
。

〔
防
災
訓
練
の
実
施
〕

　
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
防
災

活
動
を
行
え
る
よ
う
、
８
月
27
日
、

下
館
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
、
県

と
市
の
共
同
で
『
平
成
17
年
度
茨
城

県
・
筑
西
市
総
合
防
災
訓
練
』
を
実

施
し
ま
す
（
１
３
６
２
万
円
）
。

〔
防
犯
活
動
の
推
進
〕

『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
』
に
基
づ
き
、
警
察
署
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防

犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
公
共
下
水
道
事
業
〕

　
市
単
独
処
理
場
及
び
鬼
怒
小
貝
流

域
・
小
貝
川
東
部
流
域
の
下
水
道
整

備
を
進
め
、
供
用
区
域
の
拡
大
を
図

り
ま
す
（
34
億
８
３
０
万
円
）
。

〔
公
営
住
宅
整
備
〕

　
２
か
年
継
続
事
業
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
取
り
入
れ
た
、
み
ど
り
町
の

沖
田
住
宅
建
設
の
２
期
工
事
を
行
い

ま
す
（
８
３
９
７
万
円
）
。

〔
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
〕

　
ア
ル
テ
リ
オ
東
側
の
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
整
備
地
区
で
、
４
月
か
ら
国
の
合

同
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
は
、
隣
接
す
る
街
路
や
広
場
公

園
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
中
島
富

士
見
町
線
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〔
道
路
網
の
整
備
〕

　
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
道
路

と
し
て
筑
西
幹
線
道
路
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
一
本
松
・
茂
田
線
（
１
億
３

０
０
万
円
）
を
始
め
、
１
級
31
号
線

（
８
０
０
０
万
円
）
や
勝
宮
・
中
根

線
（
９
６
０
２
万
円
）
、
赤
町
・
有

田
線
（
８
０
３
０
万
円
）
な
ど
の
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
50
号
バ
イ
パ
ス
の
整

筑
西
市
誕
生
記
念
事
業
と
し
て
開
催

し
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
国
・
県
・
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
て
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
に

努
め
ま
す
（
１
億
４
１
６
万
円
）
。

１
０
６
億
２
２
４
０
・
９
万
円

11
億
６
３
１
２
・
８
万
円

30
億
７
４
５
４
・
９
万
円

▼稲荷町で建設を進め
　ている国の合同庁舎

▲

関
城
の
祭
典
、
ど
す
こ
い
ペ
ア
。

今
年
は
８
月
20
日
、
21
日
に
開
催
し
ま
す
。

４



〔
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
〕

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す
（
３
３
２
０
万
円
）
。

〔
農
業
集
落
排
水
事
業
〕

　
竹
島
、
関
城
東
、
協
和
北
第
三
の

29
億
６
０
８
２
・
８
万
円

11
億
７
２
２
９
・
３
万
円

〔
筑
西
市
誕
生
記
念
式
典
事
業
〕

　
４
市
町
の
合
併
を
お
祝
い
し
、
筑

西
市
誕
生
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
総
務
大
臣
を
は
じ
め
県
知
事
、

国
会
議
員
、
多
く
の
市
民
や
関
係
者

を
招
き
、
７
月
３
日
、
下
館
総
合
体

育
館
で
筑
西
市
誕
生
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

〔
筑
西
市
総
合
計
画
の
策
定
〕

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
か
年
で
、

『
筑
西
市
建
設
計
画
』
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
市
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な

る
『
筑
西
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し

ま
す
（
３
７
９
万
円
）
。

〔
常
総
線
近
代
化
事
業
〕

　
８
月
の
『
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
』
開
業
に
合
わ
せ
、
関
東
鉄
道
常

総
線
の
下
館
・
守
谷
間
に
快
速
列
車

を
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
利
便
性
向
上

や
地
域
振
興
の
た
め
の
常
総
線
近
代

化
事
業
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
ま
す
（
６
５
９
４
万
円
）
。

〔
国
勢
調
査
〕

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
実
施
年
度
で

す
。
合
併
に
よ
り
人
口
約
11
万
４
千

人
、
約
３
万
６
千
世
帯
と
な
っ
た
筑

西
市
の
、
円
滑
・
高
精
度
な
調
査
に

努
め
ま
す
（
５
０
７
３
万
円
）
。

て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す

（
13
億
４
３
４
１
万
円
）
。

〔
ご
み
対
策
〕

　
ご
み
の
減
量
化
、
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
筑

西
広
域
事
務
組
合
等
と
連
携
し
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

〔
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業
〕

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
公

共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
省
資
源

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
冷
房
温
度
を
28
℃

に
設
定
し
、
軽
装
を
推
奨
す
る
ク
ー

ル
・
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
で
、

農
業
集
落
排

水
処
理
施
設

の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に

供
用
を
開
始

し
て
い
る
23

地
区
に
つ
い

▼平成16年４月に供用開始された
明野西部地区農業集落排水処理施設

■助役に古宇田和夫氏が就任

町長を務めました。
■収入役に大木均氏が就任

めました。
■特別参与に齋藤和夫氏が就任

務めました。
■元人権擁護委員の渡邉登さんに大臣感謝状

わたなべのぼる ふるうち

　渡邉登さん(76歳・古内)に、法務大臣感謝
状が贈られました。渡邉さんは平成４年から
約13年間、人権擁護委員として活躍された
功績が認められての表彰です。
■友好都市・高梁市から市議会議員団が親善訪問

　

　

　７月21日・22日、筑西市の友好都市・岡山
たかはし

県高梁市から市議団が来市。市役所や下館城
みずのや

主・水谷氏の墓がある定林寺などを訪れまし
びっちゅうまつやま

た。同市は、下館から備中松山（高梁市）に
転封となった水谷氏が結ぶ縁により、昭和54
年に旧下館市と友好都市となっています。

こ う

　７月１日、助役に古宇
た かず お さぎしま

田和夫氏（67歳・鷺島）
が就任しました。古宇田
氏は、旧明野町役場勤務
を経て、同町収入役、同
助役を歴任。平成９年か
ら今年３月27日まで、同

おお

　７月１日、収入役に大
き ひとし くわやま

木均氏（57歳・桑山）が
就任しました。大木氏
は、旧協和町農業委員、
同町議会議員などを歴
任。平成13年から今年３
月27日まで、同町長を務

　７月１日、特別参与に
さいとうかず お いた

齋藤和夫氏（78歳・板
ばし

橋）が就任しました。齋
藤氏は、旧河内村役場お
よび旧関城町役場勤務を
経て、昭和54年から今年
３月27日まで、同町長を

５ 市政メモ


